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『sousei』148号
掲載の画像について
　当該誌3頁に掲載しました画像
につきまして、読者の方より「喫
煙行為を助長する」旨のご指摘を
頂きました。弊会としてそのよ
うな意図は一切ございません。読
者の方々におかれましては、当
該誌の閲覧に際しましてその点
をご留意頂き、ご理解を賜りた
く存じます。
 全国曹洞宗青年会

『sousei』発行日変更につきまして
　甚だ勝手ですが、都合により、『sousei』発行日
を以下のように変更致します。

　変更前　1月、4月、7月、10月の各5日
▼

　変更後　2月、5月、8月、11月の各10日

　発行日変更後の当該149号での報告になりまし
たことをお詫びすると共に、読者のみなさまには
ご理解を賜りますよう、宜しくお願い致します。

全国曹洞宗青年会

新連載

新連載
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　第18期全曹青の基幹事業である電話相談事業。その中核である「電話
相談員養成基礎研修会」が、昨年12月2～3日の四国管区開催分を皮切り
に、全国の各管区で続々と開催されました。
　今号では、3月1～2日に開催された関東管区･全曹青開催分をレポート
し、また3月末日までで開催された管区分のスナップと参加者の感想を紹
介します。第18期全曹青のスローガンである「いのちの声に耳を澄ます」
の実践への第一歩を踏み出した、全国の参加者の様子を紹介します。
※東北･九州管区開催分は次号にて詳報します。

Active Report  from 基幹事業委員会

電話相談員養成基礎研修会、

続々開催！
日常で活きる傾聴法の習得を目指して

 全 曹
青、

発 信
せ よ

。

2009
12/3-4 四国管区
会場●愛媛県西条市･興雲寺

2010
3/10-11 東海管区
会場●静岡県浜松市・舘山寺ホテル開華亭

2010
3/1-2 関東管区･全曹青
会場●東京都港区･曹洞宗檀信徒会館

2010
2/18-19 中国管区
会場●岡山県倉敷市･円通寺

2010
2/22-23 北信越管区
会場●石川県金沢市・大乗寺

2010
3/30-31 北海道管区
会場●北海道札幌市･ホテルライフォート札幌

各地で

20010
3/10-11 近畿管区
会場●京都府京都市･無学寺
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電話相談員養成
基礎研修会

　

今
期
の
基
幹
事
業
で
あ
る「
電
話
相

談
事
業
」の
基
礎
研
修
会
が
各
管
区
に

て
2
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
は「
基
礎
研
修
」と「
発
展
研
修
」

の
2
回
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

電
話
相
談
で
は
、
相
談
者
の
姿
が
見

え
な
い
た
め
、
相
談
者
の
話
を
し
っ
か

り
聴
き
、
理
解
す
る
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
相
談
者
と
の
対
話
に
は
、

忍
耐
力
や
思
考
の
柔
軟
さ
、
正
確
な
知

識
に
基
づ
く
素
早
い
判
断
力
な
ど
も
必

要
と
な
り
、
今
回
の
基
礎
研
修
会
で
は
、

2
日
間
の
研
修
を
通
し
て「
聴
く
こ
と
」

を
中
心
に
、
研
修
内
容
の
理
解
と
技
術

の
習
得
を
目
指
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、ま
ず「
社
会
の
現
状
」「
相

談
活
動
の
現
状
」「
宗
侶
に
で
き
る
こ

と
」を
学
び
、
全
曹
青
の「
い
の
ち
の
声

に
耳
を
澄
ま
す
」と
は
ど
の
よ
う
な
活

動
な
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
に「
聴
く（
傾
聴
）」と
は
何
か
を
学

び
、傾
聴
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
っ
て「
聴

く
」を
体
験
し
た
後
、
各
々
の
聴
き
方
、

相
談
の
受
け
方
を
振
り
返
り
、
自
己
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
電
話
相
談
の
長
所
と
短
所
、

特
徴
を
話
し
合
い
、
な
ぜ
電
話
相
談
な

の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
ど
の
管
区
で
も
参

加
者
が
多
く
、
宗
侶
の
関
心
の
高
さ
が

感
じ
取
れ
ま
し
た
。
参
加
理
由
を
尋
ね

て
み
た
と
こ
ろ
、「
実
際
に
相
談
を
受
け

る
機
会
が
多
く
、
少
し
で
も
助
け
に
な

り
た
い
」や「
自
分
の
能
力
の
一
つ
と
し

て
、
よ
り
高
め
て
い
き
た
い
」と
い
っ

た
前
向
き
な
考
え
の
方
が
多
く
、
研
修

時
間
が
10
時
間
を
超
え
る
長
丁
場
の
中

で
も
、
積
極
的
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
当
頁
の
画
像
は
東

京
開
催
の
も
の
で
す
）

 全 曹 青、発 信 せ よ 。

受講
レポート

傾聴ロールプレイ

久間会長による開講諷経

講師の西村由紀氏

熱の入った講義の秋吉基幹事業委員長

基礎研修会（東京開催）日程

3月1日（1日目）
12：00～12：45 受付
12：45～13：15 開講諷経･オリエンテーション

全曹青の電話相談事業とは何か？
～宗侶にできることを考えよう！～
◆基礎研修① 120分　
13：20～13：50 いのちの声に耳を澄ます
 ～電話相談事業～
13：50～15：20 講演会

「聴く」ということを体験しよう！
◆基礎研修②　120分
15：45～16：15 聴くということ（講義）
16：15～17：45  他己紹介 ～相手のプロフィールを

聴いてみよう！～
◆基礎研修③ 90分
18：30～18：50　傾聴することの利点を考えよう！
 （実習①）
18：50～20：00　なぜ傾聴なのかを考えよう！

3月2日（2日目）
◆基礎研修④ 90分
 8：00～ 9：30 傾聴ロールプレイ①･振り返り
◆基礎研修⑤ 90分
 9：45～11：15 傾聴ロールプレイ②･振り返り

なぜ電話相談なのかを考えよう！
◆基礎研修⑥ 120分
11：30～11：50　電話相談の長所と短所を考えよう！
 （実習②）
11：50～12：30　電話相談の特徴を学ぶ
13：00～14：00　全体の振り返り
14：00～14：30　閉講式
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北海道
管区

北信越
管区

東海
管区

電 話 相 談 員 養 成 研 修 会 を 終 え て …基 礎

●最初は義務的な感じで出席

したが、研修をこなすうちに

興味がわいてきた。

●電話相談は専門家が行うものと思っていたが、我々はすでに檀務を通しての臨床経験があると聞いて自信が出た。

●今後は有志で学
習会を企画す

るなど、カウンセ
リングの研鑽

を積む機会を確保し
ていきたい。

●僧として取り組む意味をもう少し明確に。

●長期の継続事業として欲しい
。

●これまでの“一方通行の上から目線”ゆえにか？「直葬」などに見られる僧侶不要論へと発展させた？僧侶のあり方を改善し、人から“必要とされる僧侶”を育成する上で「傾聴」そのものを、もっと多くの僧侶が日常に取り入れていくべきだと感じました。

●問題解決までを視野に入れた研修ができるとよい。

●お寺の相談場所
ということで、お

寺特有

の質問等の受け答
えの対応の仕方を

教えて

頂けたらと思いま
す。生き方、霊の

話など。

●参加の皆さんが思っている事
など、発言する機会、

それを聴く機会があったことで
、ただ聞いている講座

と違い、共有できるものが多か
ったと思います。
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 全 曹 青、発 信 せ よ 。

近畿
管区

中国
管区

四国
管区

電 話 相 談 員 養 成 研 修 会 を 終 え て …基 礎

●僧侶が相談を受けるからといって、必ずしも法を説いたり導いたりすることが必要な訳ではないということを知ることができた。

●ロールプレイの体験から、相談者が話しやすい環境を作ることが大切だと思った。

●電話相談
窓口の展開

は、全曹

青が行なう
のか、それ

とも地域

の曹青会が
行なうのか

、あるい

は個人が行
なうのか、

方向性を

示してほし
い。

●研修時間が足りないと思う。

●自分の家族の話にも耳を傾けなければと思った。

●基礎研修満
了者でない

と発展研修を
受講できな

いというシス
テムを変え

てほしい。

●言葉に対する注意深さが必要であることを学んだ。

●臨床心理の研修も必要だと思う。また僧侶が行なうという特性がある以上は、教学研修への取り組みが必須になると思う。

●事業全体にわたるリスクマネジ

メント法を教えてもらいたい。

●窓口開設の形態や人数、費
用、体制

などについて説明してもらいた
い。

●相談者から答えを求められ
たとき

の具体的な応対方法を教えてほ
しい。
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